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陽の光のせいなのか、納屋は神聖な空間に生まれ

変わった。後は所々にある朽ちた壁穴を埋めれば、

この場所にも寝泊まりができ、合宿の参加人数を増

やす事が可能だ。

まとめ

日本の建築材料として代表的な無垢の木材を張

る体験は、必ず心の隅に残り、将来花開くことであろ

う。台所の拡張を終えるにはまだ時聞がかかるが、

地元の食材一須坂はそば、おやき、ひんのべはもち

ろん、果物大国であるのだが をテーマに地元の

方々とワークショッフ。を繰り広げる準備も着々と進めて

いる。これから行う春合宿では生涯学習活動の方に

おやきの作り方を伝授いただき、オリジナルおやきを考

案するつもりだ。

床板の張り終わりは隙間なく納める

床板が張りあがってた
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梨もぎも楽しむ床板を鋸で切る

昼食はお手製の割り竹に流し素麺

釘締めで釘を押さえ、金槌でたたく

床板を切る箇所に印をつける

古民家フ。ロジェクトが始まって5年目、都会と田舎

を体験して未来のあるべき暮らしを見いだすとしづ当

初の目的をまっしぐらに活動してきたが、そのために

必要な古民家の改修は、合宿の回数や資金状況に

阻まれてなかなか思うように進まない。それでも3年目

の2012年に1階座敷の畳を払い杉縁甲板に張り替

えた時には、床に寝転がって杉の香りや風合いを全

身に受け、大いに達成感を感じた。それからZ年た

ち、いよいよ 2階の納屋を宿泊室に改修する作業に

踏み切る事になった。本来日本の建築は風通しが命

であり気密性が低いから、人が歩けば 2階の壊が1

階へ舞い落ちる。納屋の階下は台所だが、宿泊人

数に対応するためには隣の旧厩へ台所を拡張する

目論みがあり、その前に階上の納屋を整備して百何

十年の壊を一掃しておきたい事情もある。というわけ

で、2階を掃除しながら床に杉板を張ることが、今年

度の一大事業になった。

2年前の1階座敷の床張りと違うのは、階段のな

い納屋へはしごを掛けて床板や道具を運ばなければ

ならないのと、それから屋根裏部屋である納屋は 必

ずしも正確な矩形ではなく、壁の角度は様々、つまり

難易度がアッフ。することになる。講師としていらっ

しゃった大工さんは理論派で、指示された作業体制

は理路整然としていた。納屋の部屋ごとにグループ

をZつに分け、さらにそれぞれ庭で床板を切る人と2

階の現場で床板を張る人に分かれる。午前と午後で

入れ代われば両方の作業を体験できる。現場組が

部屋のサイズを実測し、庭組が床板を鋸で切る。数

枚できあがると納屋へ搬入する。長い板を移動する

には皆の協力が欠かせない。持ち込まれた床板を1

枚づっ3�4人で張る位置に仮置きし、壁にぶつか

るときは切ったり、隙聞が空くときは端材を埋め込んだ

りして部屋の形に合わせて行く。形が整えば床板の

裏にポンドを塗り、再び位置を合わせて宛木をして金

槌でたたいて一つ前の床板の溝に差し込み、等間

隔に釘で止めて行く。床板に傷を付けないように釘締

めという道具を使うのも、回数を重ねるごとに速やか

にできるようになる。2日間で床張りが完成すると、杉

板の柔らかい表情のせいなのか、小さな窓から入る
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